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フ u 　 一 一 べ ・ 一
？v の 半 過 去 に つ い て

小 林 正 憲

　
フ ロ ー べ 一 ル の 小 読 の 中 で 半過 去 が 他 の 勁詞 の 時 制 に く らべ て ず っ と重

要 な 役 勘 を与 え られ て い る こ と 、
ま たそ れ らの 働 きに そ れ ま で の 小 説 に 詮

け る の と は 著 し ぐ違 っ た ニ

ュ
ア ン ．ス が あ る こ と は容易 に 気 付か れ る こ と で

あ る 。 こ の こ とは 恐 ら ぐ小 説 とh う芸 術が 創 作者 の 意識 と外的世 界と の 関

適 こ耐 （ て と げ よ うと し て い た 著 し い 露熔 の 現 れ で あ っ た ． だ か ら こ の 方
　 t

同 に 小 説を押 し進 め よ うと し た ブ ル ー ス トが フ ロ ー ベ ー ル の 半過 去 の 特異

さ に 最初 に 気 づ し、 た ご と は 当然 で あ っ た
。 彼 は テ ィ ボ ＿ デ の プ ロ ＿ べ ．．．　」V

論 に対 す る 反 駁 文の 中 で 、　厂感 情教脊」 の 中 の 半過 去 の あ る 働 き に つ い て

こ う述 べ て IA る 。 　「こ の 牛 ．過去 は 交 学に お’IA て じつ に 新 し い もの で 、 ち ょ

う どい つ もと 違 っ た場所 に 置か れ た ラ ン プ だ とか 、 新 しい 家 、 あ る い は 古

くて も引越 し て し ま っ て な とん どが らん と し て い る 鐐 につ い た時 の よ うに 、

事 物 や 入 物 の 様 相を根底 か ら変 え て い る の で あ る 。

1）

1
　 しか し こ の

’
言葉 の 中 で ブ ル ー ス ト が 指摘 し て い る の は 、

フ ロ ー ベ ー ル の

半 過去・
か そ の あ らゆ る 機 能 に よ っ て 現 実の 9

’
イ ジ

ョ ン を
一

新 して い る と い

う こ と で は 左 い
。 プ ル ー ス ト が 全 ぐ影ナい A もの で あ る と称 讃 し て い る 半過

去 と は 自由闇接話 法 に み い て 使用 さ れ て い る 半過 去 な の で あ る 。 と こ ろ が

実際 は こ の よ うな半 過 去 lt フ ・ 一 ベ ー ル の 半過 去 の 橦 娠 働 きの 弓・ の 一
つ

に 過 ぎな 1
〜 フ ロ ー ベ ー ル の 小 説 の 中 で 一 特 に 著 し い の は 「ボ ヴ ァ リ夫

人」 で あ る が 一
他 の 動詞 の 時鋼 に対 し て 半 過．去が 圧 倒的 に

．
数多 く使用 さ

れ て い る O で ある が 、
こ れ ら の 半過去 が 独 特 な もの で ある と い う こ と は 、

彼 が そ れ ら に 従来 の 小 説 の 半過 去 と全 ぐ違 っ た 機能 を与 え て い る と い う 意

味 で は な く、 彼 が こ れ・ら の 半過 去 を用 レ喝 こ と に よ っ て 、 現 実 ecつ い て の

tt’fし い ヴ ィ ジ
。

ン 、或 い は作 品 の 中 の 世 界 を形 成す る 新 し い 方 俵 を 生み だ
’

し て い る と い う意昧 で あ る 。 伝統的 な 小 説 に 寿 け る 半過 去 と フ ロ ー べ 一 ル

の そ れ と が どん な に違 うもの で あ る か 次 の 二 つ の 引用 文か ら ある 程 度 うか

が わ れ よ う。

　　（1）　La　nuit 　tombai 　t；　le　soleil 　venai 　t　de　dispara食tre ；　1e
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9τa 磁 s 量leロce 　du　d6sert　n ・6tait　troub16 　que　par 　至es 　sa 【 
一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

glots　d ，

une 　jeune　femme 　arabe 　qui ，
aass 霊se 　pres 　de　sa　ten −

‡e ，
semblait 　a漉 antie ； de　grosses 　larmes　s

， 6chapPaient
de　ses 　yeux 　rougis 　par 　trois 　nlli　ts　de　veiIle ； ses 　enfants ，

￥9艦 、灘 盤 鐸
ef

。滌 捻監。呈：監
v

撫
c

且蠶
P
器Z三

bins　sembla1ent 　refl6ter 　工a　profonde 　douleur 　de　Ieur

m 〜｝re ：　ils　6taie【1t　tristes 　parce　qu
，

e 孟le　pleurait ．

　　　T 。ut 盞 coup
，

ユa　jeune　 femme 　se 　 redressa 　 et 　 inter∫09 飢

ズIK）rizon ； son 　beau　visage 　s
，6claira　d ，

ロn 　rayon 　d
，

esp 〈）ir．

　　　　　　　　　　　　　L ，

arabe 　et 　son 　chevai 　 de　 Lamartine2 ）

  　Le 　15　 septembre 　1840 ． vers 　 six 　heures 　du　 rr　atin
，　 la

　　P
・
ilte − ｛le−Montereau ，

　pr乙s　 de　partir ，
fumait 自 gros 　 teur −

　　bi1至ons ．　devant　 le　quai 　 Sai 就
一Bemard ．

　　　　Des 　gens　arrivaient 　hors　 d ’ haleine ； des　 barriques ，　 des

　　clib亘es ，
　 des　corbeilles 　de　linge　gδnaie ［三t　la　circu 玉at　i（｝n ；

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 N

　　les　matelots 　 ne 　 repondaient 　 a 　person ロe ； on 　 se 　 heurtait ；

　　1es　colis 　In   ntaie 【｝t　entre 　Ies　deux　talnbours ，
et 　le　tapage

　　s
，

absor 丘）ait 　dans　le　bruissement 　de　la　vapeur
，　qui ，　s

’6chap−

　　pant 　pal　des　plaques 　dc　t61e ，
　enveloppait 　tout 　d ’

une 　nu6e
　　b且anchatre ，　ta【idis 　que 　la　cloche ，　b　l

’

avaat
，　tintait 　sans

　　discontinuer ．　　　　 L ，EducatioD　Sentimentale ，
　 P．　i　 3）

　（1）の 引∫月
．
文の 中の 半 過 去℃主・伝．統 的 な 物

．
言吾に i！S’　｛「ナる 全無対童呈ぐの 蓖むき の 4弋ジミ白誓

な もの と 考 え られ よ う。 こ の よ う左 半過 去 は 物語 の 慰 虔を
一

博 停 ．止 さ せ 、

行 為 の 繰 りひ ろ げ られ る 場 面 の 背 景や 周 囲 の 状 況 を描 き 出す た め の もの で

あ る 。
こ れ は芝居

．
の 舞台 の 背景 の よ う k もの で 、 物 讌 の 発展 を支 え る 補 励

的な 役割を 持 っ て い る に す ぎな い
。

こ ．れ に対 し て フ ロ ・・『べ 一 ル の 文 章 に お

い て は 、 そ の 場 面 に お け る 入 物 た ち の 動作 を
．
含め て

、 あ ら ゆ る 動 きが ．半逼

．
去 で 描か れ て い る 。 も ち ろ ん フ ロ ー ベ ー ル の 小 説 の 中で も作

1−i・櫨 物 た ちの

動 作 を表 わ す た め の 単 純過 去 も 用 い られ て IA るが 、 そ れ は 従 来 の 小 謝 （ お・

C・t る の と 1ま逆 に 、　フ 　ロ ー ベ ー ル に お＝h て 仁よ3←実鮭去
・
で 掃糞二与され る 」二易面

’
と場・面

をつ な ぐ二 次的 な 役 割 を与 え られ て レA る 場合 が 多 t（
。 実際 7 ロ ー べ 一 ル の

．小説 は半過 去 で 描 写 さ れ．る 場 面 の 達 続 が 作 品 の 主要 な都 分 を 占 め て い る 。

従 っ て ブ ロ ー べ 一 ル に お い て 半遍去の 役 割は もは や
．補跏 螽9な もの で は な く、

作 晶の 世 界 の 実 体そ の もの を形 成 し で A る と い う こ と が で きる 。

　　フ ロ ー ベ ー ル の 用 い た ．半過 去 を そ の 磯 能 に よ っ て 分 類 す る と 次 の よ うに

な る 。
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  I. t&gQD iSSS.ec. i21. ff3i ea cz) th Eit. cD  4 O66  wa ue cl) )tSC VIt bl& Z]I "± 6.  f'P t
A#ptzap $  #iv e  Sb gt ezit l"krf o  a  va te vi 

-(
 es 2  6 ti 6  .

 (" Les  ombres  du soir  descendaient;  le soleil  horizontal,  pas-
                               - N

    ?:inl:.e.nlr.:,'g9.?f.a,nCdh.e.S,'i'2;life.b.i,O'i",i,S.Sa.if,'.'StY.'.t.".C;,Sg2f5.-ih'
    ches  lumineuses tremblaient,  comme  si  des colibris,  en

    volant,  eussent  6parpiil6 leurs plllmes.  Le  silence  etait

   partout;  quelque  chose  de doux  semblait  sortir  des atbres;

    elle  sentait  son  coeur,  doQt  les battements  recemmenpaient,

    et  le sang  circuier  daRs  sa  chair  comme  un  fleuve de lait.

                                    Madame  Bovary, p.150

(2) Les  rues  6taient d6sertes.  Qllelquefois une  charrette

lourde pas$ait,  en  ebranlant les pav6s.  Les  maisoRs  se-

succ6daient  avec  leurs fagades grisesi  leurs fen6tres clo-

ses;  et  il soRgeait  d6daigneusemefit  b tous  ces  
"etres

 huma-
ins eouch6s  derribre  ces  murs,  qui existaient  safis  la voir,
et  dent pas  lln me"me  ne  se  doutait  qu'elle  v6cfit!  Il n'ava--

it plus  conscience  du milieu,  de l'espace. de rien;  et,  bat.-
tant  le sol  dtt talon,  en  frappant  avec  sa  cafme  les volets
des  boutiques,  il allalt  toujours  devant  lui, au  1iasard, '

6perdu, entra?nE.  VEducation  Sentimenlaie,  p.  59

K.

(1)

 
"
£"  

'I/st'F

 o  )tAiES! i2k. Ntt' 
-ilk

 cD  @  6  StE l'l-fi vaI ue b pt "  t'L 7k fik  de X  ic us'-o

 L6on,  deux  iois par  jour, allait  de sen  6tude au  Lion d'or.
Emma,  de loin,  1'entendait  venir;  elle  se  penehait  en  6cou-
tant;  et  le jeune homme  glissait  derribre le rideau,  tou-

jours v6tu  de m6me  fagon  et  sans  d6tourner Ia t6:e.  Mais.
au  cr6puscttle,  lorsque, le menton  dans sa  main  gauche,
elle  avait  abandonna  sur  ses  gencutx sa  tapisserie  cofnmen-

c6e,  souveRt  elle  tressaillait  h 1'apparitiofi de  cette  ombre

glissant  tout  

'a"
 coup.  Elle  se  levait  et  commandait  qu'on

mTt  le couvert.  Madarn  Bovary, p.91

e)
                     K

 A  partir  de  ce  jpur-la, Arnoux  fut encore  plus  cordial

qu'auparavant;  il 1'invitait b diner  chez sa  maitresse,  et

bient6t  Fr6d6ric  hanta tout  
Na
 la feis les deux  maisons.

 Celle  de Rosanette l'amusait.  On  venait  lb le soir.  en
sortant  du citib  ou  du spectacle;  on  prenait  une  tasse  de  th6,
on  faisait une  partie  de loto'; le dimanche,  on  jouait des
charades;  Rosanette, plus  turbulente  que  les autres,  se

distinguait  par  des inventions drolatiques, comme  de courir
ti quatre  pattes  ou  de s'affubler  d'un  bonnet  de coten.

-10-
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L'Education  SeRtimentale,  p.144

  l)<cZ) J; 5 lt )iEre2kejl  7 u  .--r  "-･  jL!igl･ti  Sic) ts c[) cD  .S  S e(1 ,E..i.i}p  2rL6. ?ikl 
cDel

rallk:'(rts't 6  rrii [7'7  P Y<fkll (DEflE-l..I,:S. ngizi$, cz)Vk(}+A(:EIN?  
Jit}PiiEl-='(r

.E.E
 6i'L 

vcIA  l3 a) 
r(r an Js tos. [ tt El) lr±--･.fiL IS 6  Xew El t(iE.e ,p  k-[ii 7Z I't cb  tli･

ivlCttl,･ fr i'ifi zaMla 
'C

 iA6  X 5 e'(JtZA6 Is. Lfii k  ma b pt" iz 6 
soztvent

 t 
iA
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ttij t/lb` ac .l:
 t) 

wC -?r tL e) 70s)p  Qt.,'. b *iee (L" E Vc Mt b itt. .st  i! t'L 6  3'if 21} ft tta' 
Iny

 L 
vC

 
LA
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'c
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  G) ..21egGgLnts,  js6/::l"･..ESLe, .ie  &e.l･gr
'gi

 
e,t,zi,i,e..si.tl:}.1･i'l:l

 
t.:;L:

    g6'.figig.d..eg.obgggv.a,{pts,,2ur.gs.ghul･:ike.s,6atepr.e.tlt":,d.e,gr,?g
    se  mettait  devant  les fenatres et  regardait  la Place. Le.

    :･e,･.i'g:.,Ct6/i
r-.:-1'

g
C

ge'ge.
'.t

,,..nyT.
'iet･:.heRiZ･ts

'8iS,E.,Si:L:n.
h･a

,e.k

'

411･:siJ.g
'

:
a

:'£
"

s
i

ge
    de son  enseigRe.  Madame  Bovary,  p.245

  M  . kE :P  .A.  #{tzi (D XLec ft tts Iill[ 
-S--

 6  itE xa il. i)(. -!: (D  aje i"2! t2ki fX 9Y S･9

b  -S- c() t( 5lj U  
'(

 (: t'L e# ptgglS (D  !tE sc zZr ptk k  6  
iis
 CD 

'(r
 ab 6  .

(o

ft g4. tft ft ;El

  Emma  ne  dormait  pas, elle  faisait semblant.d'atre  endor-

mie;  et,  tandis  qu'il s'assoupissait  h ses  c6tes,  elle  se

r6veillait  en  d'antres  r6ves.  
.
 .

           de quatre  chevaux,  elie  6tait emportee  depvis

iL
""i

ii

g..Sioa
,,ili.

O

ii.JIi:{iS,..",t,ilhli:sla:i?ttE

"A:.;.:l:., ""

g.;'ig,:,:aila.
e

,cVg'ls:･:3:atLls:
"

-r'
 teut  

"a
 coirp  quelque  cit6  splendide  avec  des domes,  des pogts,

des  navires,  des forGts de citronniers  et  des catk･edraSe.s  ae

imarbre  blanc,  dont les cloehers  aigus  portaient  de$ mds  de

cigQgnes.  Madame  Bovary,  p.185

e)   L'id6e  de se  marier  ne  lui semblait  plus exorbitante.

Ils vsyageraient.  ils iraient en  Italie, en  Orient!  
Et

 
il

1'apercevait debout  sur  un  monticuie,  contefirplant  un  pay.-

sage,  ou  bien  appuy6e  h son  bras dans une  galerie flgrentine,
                            .  Quelle joie ce  serait  qyes'axreAtant  devant  les tableaux

de voir  ce  bon petit  atre s'6panouir  aux  splerxleurs  de 1 Art

et  de  la Nature!  Sortie  de son  miiieu,  en  peu  de                                                 te  mps  ,

elle  ferait une  compagne  charmante.  La  fortuiie 9e scL.Roque

le tentait,  d'ailleurs. Cependant, une  pareille determina-

tion  lui r6pugnait  comme  une  faiblesse, un  avilissement.

                                                   -nl-
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L ’Education　Sentimentale ，　 p ．255

　N ． 話 し 言 葉 を伝え る 自 由間接話 法の 半遜 去 ・
プ ル ー ス トが 文 学 に 細 い

て じつ に新 しい もの と称 賛 し た の は こ れ で あ る 。 そ の 時 テ ィ te　一一デ は ラ ・

フ ォ ン テ ー ヌ の 中 に 同
．
様 な半 過 去 が 見 出 さ れ る こ と を指摘 し て プ ル ー Xb

の 称 賛 に根 拠 の な い こ と を 明 らか に し よ うと し た の で あ るが ζ
D

後 に 書 い

た 「ギ ュ ス
・タ ーヴ ・ フ ロ ー ベ ー ル 」 の 中 で プ ル ー X トが や は り正 し か っ た こ

と を認 め て い る ゴ テ ィ ボ ー デ に よ れ ぱ 「・我 々 の 文 法書 の 署 者 た ちはみ ん k

例外 な くこ れ を知 ら な か っ た」 と い うこ と で あ る 。 彼 は ま た ス イ ス の 言 語

学者 B ・ 11y の 論 文 を援 用 し て 、
　 fytj外的 な ラ ・．フ ォ ン テ ー ヌ の 場 合を除け

ば 、
こ の よ う な半過 去 は ル ソ ー の 「告

．
白」 と r コ ロ ン バ 」の 中に 散見 され

る と述 べ て h る 評　い ずれ に し て もフ ロ ー ベ ー ル が 始 め て 小 説 に 診 い て 意

識 的 に あ る 効架 を ね ら っ て こ れ を用 い た こ と は 確か で あ る 。

（1）　Au 　nom 　 du　pharmacien ，
　 elle 　s

，

emporta ．　 Cependant ，
　 il

acctlmulait 　 de　bo  亡 s　raisons ；　ce 　 R
，6tait　pas　sa 　faute，

　 ne

c ◎nnaissait
− e 皇le　 pas 　聾1．　HQmais ？　Po 躑 ait − elle 　 eroire

qu
，

　il　 pr6f6rat 　 sa 　compagnie ？　　 Mada 皿le 　Bovaly
，　 P ・261

にlIl ・・ mme ・9・ par　de・1・・1・d・・ d・ p・ i・ de　 m6n ・ge （1・ pl ・・

　　ferme 　possible ），
　 et ，

益 ce 　prQpos ，
　 parla　des 皿 eurtres 　de

　　BUZan？aiS 　et 　de 正a　CriSe 　dep　SUbsi ・ tanCgS
・ 　 　 〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ne 　seralt 　 surve 皿 s1 　 Pon 　protegeait　　　 Rien 　 de　toロ t　cela

　　mi ・UX 　1’

agr 三・U 玉瞳 ・ ， ・i　 t・Ut 　n
’6t・ it　paS 　liV・6 禎 a　C・ ・C町

一

　　rence
，　き　Panarchie ，　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 la　d6plorable　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lnaxime 　du　《　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Iaissez

　　重aire
，
1aissez　passer 》！ Voil5　comment 　se　co 【lstituait 　Ia

　　f60da亅．it6　de　l
，

argent ， pire 　qUe　1
’

aUtre ！　　Ma 三S　qU
，

　O 【1　y

　　prenne 　garde　！　le　pet避〕le
，

盞　ia　fin ，　se 　lassera ，　et 　pour
−

　　ra 三t　faire　payer　ses 　souflrances 　aux 　d6te 【1teurs 　dほ　capita1 ，

　　soit 　Pa 「　de　san91antes 　PrQscriPtio 【ls
，

ou 　par 　le　pillage　de
　　Ieu∫s 　h6tels ．　　　　．　　　五ぜ

，Educat 三〇 n 　Sentifil　ent3 ，　le ，　P ．158

　　拠 （ フ ロ ー ベ ー ル の 小 説 の 中 で 半 過去 が こ の よ うに支配的 k 役 割を
．
果 し

て い る の は な ぜ か 、 そ れ は フ m 一 ベ ー ル の 抱 い て い る 小 説 に つ ｛A て の 考 え

方 と どん な 閣 係 か あ る
．の か 考え て み よ う。 上 に 分類 し た 半過 去 の うち 1 と

江 、 す なわ ち 持続 の 状 態 を表 わ す 半 過 去 と 習 儂
1
的 な行 為 を 表 わ す 半過

・
去 は 、

一
兇性質 が 金 く違 うもの の よ うに見 え る が 、 次の 点 で 本 質的 な共 逓 点が あ

る 。 第一 の 半過 去 は時 閥の 流 れ の 中 で あ る
一

つ の 瞬 間を切 りと っ て 定着 す

る も の で 、 そ の 瞬 間 は 停止 し た も の と し て 表現 さ れ る 。 第二 の 半遍 去
・
は

一
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つ の 瞬 間 を切 b と るか わ りに 、 もっ と ひ ろ 力吻 の あ る 時 間 、

一
つ の 期 間を

切 りと っ て 、 そ の 期 筒 内の 継 続 的 な行 為 、 す な わ ち 習慣 的 な 行 為 を伝 える

働 き を し て い る 。 両 者 に共 通 し て い る の は 入 闘 の 生活 を 、 持 続 の 中 の 一
時

点 で と らえ て 再現 し て い る と い う点で ある 。 違 うの は そ の 時 点 の 時 問の 幅

だ け で あ る D こ の よ うに 、 ある 人 閭 の 生 涯 を 物語 る時 に、 フ ロ ー ベ ー ル は 、

そ の 人 物 の 行 為 の 急 速 な展 開 を追 っ て ゆ くの で は な く、 そ の 入 物 の 持続の

中 の あ る現 在 を と らえ一 そ の 現 在 は
一rig；1間か も知れ な い し 、

一
時 期 で あ

る か も知 れ な い 一 そ れ を定 着さ せ 、 積
’
み 重ね る こ と に よ っ て 物 語 っ て い

る の で あ る が 、 彼 が こ の よ うな や 砂方 を彼 独 自の 小 説 の 方 法 と し て 確 立 し

た の は 、 「ボ ヴ ァ リ夫 入」 を謝 ハ た時 で あ る 。 そ し て こ の 小 説 の 構想 そ の

も の が 覲 実 の こ の よ う な 捉 え方 を 必 要 と し 、 従 っ て 半過 去 の 支配 的 な 役 割

を必 然 的 な もの に し た こ と は 疑 い な い
。 fボ ヴ ァ リ夫 人」 を署1い て い た時、

彼 は 次の よ う な言 葉 を述 べ て い る 。 「私 に と っ て 美 し い と 想 わ れ る もの
、

私 が や りた い こ と 、 そ れ は 珂 に つ い て で も な い 本 、 外 的 な 結 び つ きを もた

な い 本 、 そ の 交 体 の 内的 な 力 に よ っ て
一 人 で 立 っ

て い る よ う浸 本 で あ る 。

5
　
）

」

ま た こ うも書 い て い る 。 「私 は 生 き る た め に は 空 気 を吸 っ て い れ ば い い の

と 同 じ よ うに 、 文章 を書 い て い れ ぽ い い よ うな本 を善 きた い
6）

」。 こ れ ら

の 言 葉 の 意味 は い ろ い ろ に 考 え られ る が 、 m マ ン 主 教 的 な 、 告 白的 な 要素

を 排 除 し て 、

『
切の 素材 を外 の 世 界 に 求 め よ うと す る 意図 と、 バ ル ザ ッ b

の 小 説 の よ う な構 成的 な 小 諱垂一 そ の よ うi｛1　・」・説 で は 結 末 へ 向 う急 速 な 動

きが 支配 的 な の で あ る が 一 そ うい う小 説 と は 反 対 に 、 物 諮 の 笳 に主 眼 を

遣か ず 、 現 在 の 描写 を 積み 重 ね る こ と に よ っ て 完成 さ れ る よ う攻 作 品 を 書

きた い と い う音図 、
こ れ ら二 つ の 意 図 の

・
表わ れ と考 え る こ と が で き よ う。

友 人 の ブ イ エ と デ ュ

・カ ン の 示 唆 に よ っ て 着想 し た 「ボ ヴ ァ リ夫 入 」 の 構

想は こ の よ うな 意 園 を 実現 す る ○ に 都 合 の い い もの で あ っ た 。
こ の 小 説 に

知 い て は 、

｝
入 の 女 主 人 公 の 冒険 が

、 少 く と も最
．
切の 構想 に 訟 い て は 、 第

一
の 問 題 に な っ て い る と い う よ pCは 、 「田 舎 の 風 俗」 と い う副題 が つ い て

い る よ うに 、 フ ラ ン ス の ある 田 舎 の 生活 を描 くこ と が 主要な 課 題 な の で あ

あ る 。
フ ロ ー ベ ー ル の 小 讃、に 多 く見 られ る 田 園 や 町 の 風 景の 描 写 に 関 し て 、

そ れ が 作 中 八 物 の 行 動 と は 飼 の 蘭 孫 も な く、 た だ 作名 に よ っ て 眺 め られ て

い る に す ぎな い と ヵ 丶 そ の よ うな描 写 は 時間 の 流 れ を 停止 さ せ る もの で あ

る と い っ た 批 判 が し ば し ぱ な さ れ た 。 しか し こ の よ うに批 難 され て い る点

こ そ フ ロ ー ベ ー ル の 企 て て い る こ と な の で あ る 。 彼 に と っ て は作 品全 体 の

構成 よ り も
一

つ の 文 章 の 方 が 、
ド ラ マ 全 体 よ yll も

一
つ の 場 面の 方が 重要 で
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ある 。 彼 の 熱 中 す る の は園 面 の 構 成 で ある 。 主 人公 す ら こ の 画 面 の 中 の 多

くの 文豫 の
一

つ に過 ぎtm・・a
。

こ こ か らま葭写 の 時 制 ・ 半過 去 の 支 配 的 な 役 害蝉

が 生 じる 。

　半過去 の 本 質 的 な 姓質は 何か と い う点 に っ い て 色 々 な 説 が ある が ・ そ の

最 屯代表的 な もの は過 去 に 壽 け る 動 作の 進行 、 あ る い は 継続 す る状 態を 表

わ す と tA う もの で あ る 。
こ れ を話 し手 と 半 過 玄 に よ っ て 表現 さ れ る 対象 と

の 鬨 係 と い う点 か ら考 え て み よ う 。 あ る 対 象 を 持続 の 状 態 に 診 い て 表現 す

る 時 、 話 し手 が そ の 対象の 前 に 、 そ の 時 規存 し て い た と い うこ と が 前提 と

ftっ て い る 。 あ らゆ る 種類 の 半・邉 去 は話 し 手 の 存 在 を 中心 と し た 一 c ・一ス ペ

ク テ 4 ブ を な して い る と考 え られ る 。 従 っ て 半過 去 は 本 来
一 人称 に よ る叙

述 の 中 で 用 い る の が 自然 な 茸1法 で あ る と考 え られ る 。
フ ロ ー ベ ー ル の 小 説

の 中 の 半過 去 が 特 異 な 感 じを我 々 に 与 え る
一

つ の 理 由は 、 謂 り手 の 意磁 の

中 で 展 開 さ れ る
一 人 称 体の 中 で は、（例 烈 ・まプ ル ー ス トの 小説 の よ うに） 安

定 し た 自然 な感 じを．与え る半妻重去 が 、 中 心的 な視 点 と な る べ き
一 入 称 の 藷

9 手 を もた な い 物 語 を 支配 して い る と い う点 に あ る 。 伝 統的 な三 入称体 の

物諮 で は単純 過 去 に よ っ て 叙述 さ れ る 筋 の 発 展 に 読者 の 注 意は 集中 さ れ 、

半 過 去 は 所 々 で 補 助 的な役 割を し て い る だ け だか らこ の よ うな 感 じは 起 ら

な 」A の だ ろ う o

　 と こ ろ で フ ロ ー ペ ー ル は 「ボ ヴ ァ リ夫 入」 を
一

人称 、 す なわ ち nous に ょ

っ て 物 i導 り始 め て い る 。 学 校時 代 を シ ャ ル ル ・
ボ ヴ ァ リと

一
緒 に過 した 誰

か が 当時 を回憩 し て い る と い う形 式 で ある 。 とこ ろが こ の 語 参手 nOUS は h

つ り 問 にか 消え て し ま っ て レ、 る e こ の こ と は 彼が 、
こ の 小 説で 自分 の や ろ

う と し て い る こ と 、 す な わ ち半過 去 に よ っ て 対 象を絶 えず 現在 の 相 に お・い

て 捉 え る 描写 の 積み 重 ね に よ る 田 舎 の 生活 の 再 現 、
こ れ は も と もと

一
人 称

○ 形式 を 安 求 する と い うこ と を 最初 は 感 じて い た こ と を示 し て い る 。 彼 が

一 入称 の 形式 をす ぐに放棄 し た の は 、 それ が 、 彼 の 描 こ うと し て い る世 界

に と っ て あ ま りに狭 い 枠 に な る と 考 え たか らで あ ろ う。 こ の よ うに 中心 的

な 視点 を 小 説 の 内鄙 か ら外 部 へ 移 した た め に 、
フ ロ ー ベ ー ル の 半 過 去 に は

一
種 の 独 特 な 不

．
安定 感 が っ き ま と っ て い る の だが 、 そ のか わ りに 作 者 に は い

くつ か の 利点 が 生 じる 。 第
一

に 空 閭 的 な祝野 が 広 くな る こ と 、 第二 に 物 語

の 中 の ド ラ マ に ま き込 ま れ ない で 冷静 な 描 写 が で き る こ と 、 第三 に 外 的 な

世 界 だ け で な く、 作 中 人 物た ち の 心 の 内郡 を も描 写 で きる こ と 。 7n 　一一ベ

ー ル の 小説 に 多 ぐ見 出す こ と の で きる 内的 独 白を表 貌 す る 半過去 は こ の 鐺

三 の 点か ら生 じて い る 。
フ ロ ー べ 一 ル に鈿 い て は心 の 内部 も外 の 世 界 と 同
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じ よ うに描写 の 対象 と な っ て い る 。 そ し て 同 じ よ うに 半過 去 が 用 い られ て

い る 。 作 中入 物 の 思考 の 内 容を 表 覲 す る た め に は、 そ の 人物 の 考 え た 言 葉

をそ の ま ま直接的 に 淡現 す る方法 が あ る 。
フ m 一 ベ ー ル は なぜ そ うし な い

で 半過 去 を用 h て 間接的 に表現 す る の だ ろ うか 。
ス タ ン 4

’
　一一ル は 直接 的 な

内的 独 白 の 表 現 を し は し ぱ 用 い て い る が 、 そ の 時 は必 ず 引用 符 を用 い 、 se

disait− i1， pensa
− t− i1 と い

っ た 導 入 の 語 句 を伴 っ て い る 。
フ ロ ー ベ ー

ル は 外的 な 現 実で あれ
、 内的 な 現 実で あ れ 常に 持 続 の 状 態 で 表 現 し よ うと

し て い る の で あ る が 、
こ の よ う液 導入 の 語 句は 鍍 の ね ら っ て い る 持 続の 感

覚 を損 ね る 傾 向 が あ る 。 そ の よ うな 語 句 を取 り払 っ た 方 が ば くぜ ん と した

時 周 の ひ ろ が b を よ く感 じさせ る こ と が で き る 。 ま た フ ロ ー ベ ー ル は 小説

の 外 に あ る 作 者 の 祝点を で き る だ け 読 者 に 意識 さ れ ま い と 願 っ て IA る の だ

が 、 導 入 の 議 句の な い 方 が 作 中入 物 の 存 在 の 独立 性を 強 め る こ と が で き る。

プ ！v ・一一ス トと テ ィ ボ ー デ は 話 し言 蒹 を 伝 え る 半過 去 の 独創 甦を 問 題 に し た

の で あ る が 、 思考 の 内容を 伝え る 半過 去 も同 じ よ うに 独 創 的 な もの で s そ

れ を小 説 の 中 で
一

貫 し て 用 い た の は フ ロ ー ベ ー ル が 恐 ら く最 初 で あ ろ う。

　 話 し言 葉 を 表 鋭 す る 自由閻 接 文 体 の 半過 去 に 関 して 、
フ ロ ー ベ ー ル か ど

の よ うに して こ の 表 現方 法 に 達 し た O か と 1ハ うこ と を 、 テ ィ ボ ー デ は 次の

よ うに 説 明 して い る 。 第
一 に フ ロ ー ベ ー ル は 「丈 法 的 に 半過 去 の 人 問j で

あ る か ら 、 半 過 去か らそ の あ ら ゆ る働 きを 引 き 出 し た の は 当然 で あ る 。 第

二 に フ V 一 ベ ー ル は あ る 種 の 田 謡 の 表現 を 同化 す る こ と に よ っ て フ ラ ン ス

言畠の 文 体を蟄か に した の で あ る9’
しか し 先 髄 べ た よ 城 丑噛 で フ ・ 一

ベ ー ル が 思 考の 内容を 間接的 に描 写 す る方 法 に 到達 し た と す れ は 、 外に 現

れ た 思 考 、 す な わ ち話 し籍葉 を も 同 じ方 法 で 表 現 す ろ こ と を考 え つ い た O

は 当 然 で あ っ た と も考 え られ よ う。 フ ロ ー ベ ー ル が 思考 を伝え る 半遍 去 を

会 得 した 後 に 言 葉 を 伝 え る 半 遍去 へ と 移 っ た とい うこ と は 次 の 墳 実 に よ っ

て も示 さ れ る だ ろ う。 す な わ ち 「ボ ヴ ァ リ夫 人」 の 中 で は 、 恩考 を伝 え る

半過 去 は作 品 全 体 に
一

貰 し て か な り数 多 ぐ用 い られ て い る が 、 会 話 を 表 現

す る 自由間接話法 の 半 遇 去 は 1乍品 の 後 半 の 部 分 で わ ず か に三
、 四 佃所 用 い

られ て い る だ け で あ る 。 と こ ろ が 「感情教膏 」 で は会 話を伝 え る の に 直接

話 法 の 代 りに 自由閥 接話 法 が 非 常 1て ひん ぱ ん に 用 い られ て い る 。 し か も

rボ ヴ ァ リ夫 人」 に 海 け る よ り もも っ と 完成 さ れ た形 式 で 、

一
つ の 文章全

体 、 あ る い は
一

つ の パ ラ グ ラ フ 全 体 か 自由 間接話法 に な っ て い る こ と が 多

廴Ao
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　フ ロ ー べ 一 ル に 細 け る 半過 去 の 様 々 な 働 きは す べ て 同 じ
「 k

つ の 要 豸≧か ら

発 し て h る 。 そ し て そ の 要 求 は 彼 の 抱 い て い る 小 説 に つ い て の 考えか ら生

ず る の で あ る が 、我 々 は逆 に 、 彼 の 小 説を 支 配 し て い る 半過 去 に よ っ て 彼

の 小 説 観 を確認 す る こ と が で き る 。 これ らの 半過 去 は次 の よ うな点 で 彼 の

小 説 を革 新的 な もの に し て い る 。

　第一 に 外的現 実 で あれ 、 内 的 轟 実 で あれ 、 彼 の 半過 去 は 対象 を堂 に持続

の 根 に 寿 い て 捉 え て い る た め に 小説 に お’け る 全 く新 し い 時 間 の 感覚 を実 現

し て い る 。 プ ル ー ス ト の 雪 1A 方 を借 ）t れ は 、
フ ロ ー べ 一 ル は時 間か らそ れ

に寄 生 す る 物語 の 残 りか す を取 りは ら っ た の で あ る
。

　第二 に
、

フ ロ ー ベ ー ル の 小 説 は バ ル ザ ッ クや ス タ ン ダ ー ル の 小 説 と 同 じ

よ うに 三 人称 で 書か れ て い る が 、 作 品 を支 配 し て い る 半過 去 の 特 殊 な性 格

の た め に 作者の 存在 と 作品 の 世 界 と の 闊 に独特 の 闘係を 生 み だ し て い る 。

7 ロ ー べ 一 ル の 小 説 の 世 界 は・彼 の 悲轍 を媒介 と し て 我 々 に 伝 え られ る と い

う構i造 を我 々 は 確認 す ろ 。

　 こ れ らの 点 に よ っ て 7 ロ ー ベ ー ル は彼か ら直接 出 た 自然主 義 つ 小 説 よ り
’

は二 十 世紀
．
文 学 の あ る 傾 向 と 密 疲 に結 びつ い て い る よ うに 思 わ れ る D
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